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1 笠燥地派遣〉 現地情報お届けします
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「砂
漠
化
防
止
や
乾
燥
地
の
研

究
と
い
え
ば
？
与
鳥
取
大
学
！
」

と
い
う
こ
と
で
、
国
内
外
に
広
く

知
ら
れ
て
い
る
鳥
大
で
あ
る
が
、

人
材
育
成

（教
育
）
に
も
全
学
を

あ
げ
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
が
、
国
際
的
通
用
性

の
あ
る
若
手
研
究
者
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
た

「若
手
研
究
者

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

（略
し
て

Ｉ
Ｔ
Ｐ
）
」
。
砂
漠
化
問
題
を
勉

強
す
る
に
は
現
地
が

一
番
。
な
ら

ば
、
と
い
う
こ
と
で
実
践
を
重
視

す
る
鳥
取
大
学
は
、
大
学
院
生

（修

士
課
程
）
を
乾
燥
地

の
国
際
研
究

機
関
に
約
１
年
間
派
遣
し
、
現
地

で
学
生
を
磨
い
て
い
る
。

現
在
、
厳
し
い
選
考
に
パ
ス
し

た
や
る
気
満
々
の
学
生
５
人
を
派

遣
中
。
彼
ら
は
昨
年
１０
月
末
に
日

本
を
離
れ
、
１２
月
か
ら
チ

ュ
ニ
ジ

ア
（
２
人
）
、
シ
リ
ア

（
２
人
）
、

中
国

（
１
人
）
で
研
究
を
行

っ
て

い
る
。
本
年
９
月
末
に
帰
国
予
定

で
あ
る
。

一
口
に
乾
燥
地
と
い

っ
て
も
自

然

・社
会
環
境
、
文
化

・
習
慣

は
さ

ま
ざ
ま
だ
。
彼
ら
か

ら
定
期
的
に

私
た
ち
に
送
ら
れ
て
く
る
現
地
情

報
は
、
実
に
刺
激
的
で
、
面
白
く
、

興
味
深
い
。
こ
れ
ら
を
独
り
占
め

す
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
と
新
日

本

海
新

聞
社

に
打

診

し
た

と

こ

ろ
、
こ
の
連
載
企
画
が
決
定
し
た
。

こ
れ
か
ら
毎
週

「
Ｉ
Ｔ
Ｐ
だ
よ

り
」
と
し
て
、
彼
ら
の
現
地

レ
ポ

ー
ト
を
掲
載
す
る
。
ス
タ
ー
ト
は

チ

ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
。
お

。
た

・
の

。
し

。
み

・
に
―

（鳥
取
大
学
農
学
部
教
授

・
―

Ｔ
Ｐ
主
担
当
教
員
　
山
本
定
博
）

（水
曜
日
に
掲
載
）

11月 にチ ュニ ジアで講義 を ともに したイ ンターナ
シ ョナルな友人たちと筆者 (前列左か ら 3番 目)


